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第12回全国シェアサイクル会議
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◇金沢市の特性 1

中心市街地（まちなか）

人口 461,030人 (R4.1)

面積 468.79k㎡
雨・雪が多い
坂道が多い

ひがし
茶屋街

金沢駅

近江町市場

兼六園

長町武家屋敷跡

金沢21世紀
美術館

半径2km



◇金沢市の道路 2

卯辰山

小立野台地

浅野川

犀川

寺町台地

金沢城

寛文年間（1661～1672年） 現在

金沢城

卯辰山

小立野台地

浅野川

犀川

寺町台地

戦禍にあっておらず、城下町の都市構造が現存 ※約180㎞の街路が一致

道路空間が狭い道が多い



◇「まちのり」の導入経緯 3

金沢のまちなかは、近代建築や藩政期から残る城下町の風情といった新旧の文化を
楽しめる観光資源が多数存在

これまでの観光スタイルでは、兼六園などの主要観光地を中心とした、限定的な回遊
行動が主流

金沢ならではの路地裏の魅力など、知られざる観光資源を含む「回遊性向上」、
平成27年３月の北陸新幹線金沢開業を控え、「金沢駅からの二次交通の充実」
などへの対応が課題

金沢市公共レンタサイクル「まちのり」の誕生 (H24.3)

金沢市公共シェアサイクル「まちのり」へ刷新 (R2.3)

平成22年８月 社会実験実施
平成23年９月 プロポーザルにより事業者決定
平成24年３月24日 「まちのり」スタート

事業期間（平成24年3月24日～令和２年1月13日）
令和元年10月 プロポーザルにより事業者決定
令和２年３月１日 新たな「まちのり」スタート

８年



◇レンタサイクル「まちのり」（H24.3～）の利用状況 4

・利用者は観光客を中心に順調に推移

・H27年度には、目標利用回数の倍を超える21万回を記録

・北陸新幹線金沢開業後をピークに利用は減少傾向
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※H23年度は3/24～3/31、R元年度は4/1～1/13の利用回数

北陸新幹線金沢開業
（H27.3）

（H27以降、平均2.9回／人・日）

■利用回数の推移（年度別）



◇レンタサイクル「まちのり」の課題 5

①利用者は観光客が９割を占め、市民利用が少
→ 金沢市が運営費の一部を負担していることから、市民利用も増えることが望ましい

②サイクルポートには端末機が必要であり、設置費用が大
→ サイクルポートが容易に設置できず、数が少ないため、利便性が低い

③利用が増えるに従い、機器類の故障や再配置業務が増
→ 基本料金200円、30分以内であればその日は何回使っても追加料金なし

（利用回数の増による自転車の消耗や再配置業務の負担と、採算性が合わない）

R2.3～ システム変更（プロポーザルによる事業者選定）

①市民利用の増加
②多くのサイクルポートの設置による利便性向上
③採算性のある料金体系

これらの課題を解決するために、



◇シェアサイクル「まちのり」（R2.3～）の取組方針 6

■目的

（１）市民をはじめ、より多くの利用を促進するための都市内交通の充実

（２）来街者の観光需要に配慮した、まちなか回遊性向上のためのさらなる

二次交通の充実

■基本方針

（１）対象者：観光客を中心として、市民の利用も促す

（２）対象エリア：まちなか区域を基本として、新たな観光需要に対応

（３）運営方式：事業の運営は、運営事業者が行い、金沢市は実施主体
として、ポート用地確保並びに機器整備及び運営について一定額負担

■役割分担

金沢市

・運営業務全体の総括
・サイクルポート用地の確保
・市民への周知、広報 など

運営事業者

・施設及び器材（自転車、駐輪機器）の整備
・事業の運営（料金徴収、自転車再配置等）
・各種データの収集、整理、分析 など

（金沢市が一定額負担）景観や交通政策等、金沢市のまちづくりの方針に
沿った整備・運営とするために行政が一定程度関与できる体制とするため



◇「まちのり」の主な変更点 7

② 自転車 ③ 利用時間
台数（仕様）

155台
（一般車）

500台
（電動アシスト自転車）

7:30～22:30 24時間

④ 主な利用料金

基本料金 200円
最初の30分 0円/30分
延長料金 200円/30分
（何回使っても最初の30分は無料）

基本料金 無料
最初の30分 165円/30分
延長料金 110円/30分
（１回利用ごとに料金加算）

1回会員

利用時間

① サイクルポート

路上端末機
（ラック型）

車載型
（ラックレス型）

システム

21箇所 68箇所

サイクルポート数 R4.3現在

電気工事が不要になり、ポート設置が容易に 西金沢駅、NTTドコモ西都ビルはそれぞれ２箇所。その他、イベントポートあり。

月額会員

基本料金 1,650円/月 最初の30分 無料

延長料金 110円/30分



◇スマホアプリでの利用 8

■ＩＤ連携で全国各地の自転車が利用可能

・約100万人のドコモ・バイクシェア利用者が「まちのり」を利用可能
・金沢で登録したユーザーは、各都市のドコモ・バイクシェアを利用可能
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◇シェアサイクル「まちのり」の利用状況（１） 9

■利用者数の推移（月別、会員別）

・市民を中心とする月額会員数は増加(R2.10:440人 → R3.10:731人)

・年間目標利用者数の10万人達成（令和２年度：103,785人）

（令和３年度：136,881人（12月末現在））
（人）

コロナ禍による
観光客減

通勤や観光等での
利用により増加傾向

（年月）

冬期間による
利用減

月額会員の利用が増加

（平均1.7回／人・日）



◇シェアサイクル「まちのり」の利用状況（２） 10

■利用者数の推移（月別の日平均）（平日・休日）

（人／日）

・市民を中心とする平日利用は、増加（R2年度＜ R3年度）

・観光客を中心とする休日利用は、新型コロナウイルス感染状況の影響あり

石川県緊急事態措置
(R2.4/16～5/31)

石川緊急事態宣言
(R3.5/9～６/13)

まん延防止等重点措置
(R3.8/2～9/30)



◇シェアサイクル「まちのり」の利用状況（３） 11

金沢駅

金沢駅西

ひがし茶屋街

NTTドコモ西都ビル

近江町市場

兼六園

2.8km

2.5km

まちなかエリア

石川県庁

金沢市役所

金沢21世紀美術館

■ポート間の移動

R2.3/１～R3.12/31の集計

金沢駅

21美

西都ビル



◇シェアサイクル「まちのり」の利用者アンケート調査（１） 12

52.9%
46.9%

1.0%

12.9%

18.8%

32.6%

27.1%

6.7% 1.0%

■利用者アンケート調査

調査期間：R3.10/8（金）～10/31（日）
調査方法：会員へのアプリプッシュ配信（１日パス利用者には調査用二次元コードを配布）

回 答 数 ：420人

■属性（性別・年代）

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代
70歳以上 10歳代

男性
女性

（ ）はR2.9/17～9/23同調査 391人

(55.0%)

(45.0%)

(15.1%)

(23.8%)

(31.2%)

(24.0%)

1.0%
(1.0%)6.7%

(3.6%)

1.0%
(1.3%)



◇シェアサイクル「まちのり」の利用者アンケート調査（２） 13

■会員種別■居住地

51.0%
46.2%

1.9% 1.0%

１回会員
月額会員

１日パス その他

83.1%

9.0%

7.9%

金沢市内

石川県内
（金沢市を除く）

石川県外

(76.2%)

(11.5%)

(12.3%)

(66.5%)

(31.5%)

(0.5%)(1.5%)

R3年度調査 420人
(R2年度調査 391人)



◇シェアサイクル「まちのり」の利用者アンケート調査（３） 14

■利用頻度■主な利用目的

56.2%

1.2%

21.2%

5.7%
9.8%

6.0%

通勤

買物・飲食

観光

通学

業務・仕事

その他

25.0%

24.8%21.0%

22.9%

5.2%
0.5% 0.7%

ほぼ毎日

週に数回月に数回

不定期

観光や仕事でのみ
利用したことがない

その他

(47.1%)

(28.4%)

(14.1%)

(17.6%)

(16.9%)(23.0%)

(29.2%)

(10.0%)(4.9%)

(4.9%)

(1.0%)(2.3%)

(0.8%)

R3年度調査 420人
(R2年度調査 391人)



◇シェアサイクル「まちのり」の利用者アンケート調査（４） 15

■利用した動機（上位３つを選択）

9.0%

11.9%

21.9%

23.1%

24.5%

37.1%

62.6%

63.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

観光やまち巡りに便利だから

新型コロナウイルス感染防止のため

時間を気にせず自由に動けるから

歩くよりも楽だから

安価に移動できるから

ポートが目的地の近くにあるから

ポートが自宅や職場の近くにあるから

電動アシスト自転車だから

R3調査
R2調査



◇シェアサイクル「まちのり」の利用者アンケート調査（５） 16

■満足度

51.7%

61.7%

39.0%

44.3%

37.9%

54.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の人々に勧めたいと思いますか？

また使いたいと思いますか？

利用に満足していますか？

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない



◇災害時における「まちのり」の活用 17

■まちのり災害協定

■災害用自転車を配備

・災害時のまちのりの使用に関する協力協定を締結（R2.8/26）
・「運営事業者(㈱日本海コンサルタント)」、「システム提供者(㈱ドコモ・バイクシェア)」
・地震等が発生した際、被害状況の調査にあたる職員が無償で利用
・坂道や細街路が多い本市において、自転車での移動は非常に有効

・古いまちのりを、摩耗に強くパンクしにくいタイヤに交換し、災害用自転車として配備
・市役所地下防災倉庫などに80台を備蓄



◇「まちのり」GPS調査 18

ひがし
茶屋街

金沢駅

近江町市場

兼六園

金沢21世紀
美術館

目的：通行経路や滞留時間等を把握
期間：年４回（１週間程度）実施
通信：30秒（通常は３分）

■GPS調査

・運行経路
→ 自転車通行空間整備の

優先順位付け

・滞留時間
→ 新たなサイクルポート設置の検討

運行経路・通行台数（R2.9）



◇事業との連携 19

■大学生モビリティマネジメント事業（R3年度）

●バスＩＣカードと「まちのり」ＩＤを提供（9月～11月）し、一体的に活用してもらい、
意見交換等を通じて、より利用しやすいシステムを検討する。

●大学生に、日常生活で公共交通を積極的に利用してもらうことで、マイカーに依存しない
意識の醸成、まちなかへの来街の促進、賑わいの創出を図る。
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プレ調査期間 モニター期間

まちのり非利用トリップ まちのり利用トリップ平日

トリップ/日

9.7

14.2

移動回数の推移（まちのり利用・非利用別）

※プレ調査期間（7-8月）、モニター期間（9月-11月）の2つの期間にともに
少なくとも1日以上回答した36名の比較。また、同じ期間で複数日の回答が
あった方は回答日数の逆数を重みづけして、１日あたりのトリップとする。

●目的地が「まちなか」の移動について、全体の
トリップ（目的地までの1回の移動）が増加
→ まちのりが、移動機会の増加に寄与

目的地まちなか※金沢駅・武蔵・香林坊エリアの場合

■移動分析結果（抜粋）



◇金沢市における「まちのり」の役割 20

■金沢市の交通まちづくりの方向性

■金沢交通戦略(第1次)

歩行者と公共交通優先の
まちづくり

金沢城

現
在 都心軸の裏は細街路

藩政期から継承したまちなかは唯一無二の財産 人中心のまちへ

限られた道路空間を公共交通で有効活用

他
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道
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制
約

快
適
な
暮
ら
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を
実
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す
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あ
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も
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政策課題

保全と開発の調和

香林坊

藩
政
期

武蔵ヶ辻

北国街道

金石街道

片町

都心軸は4車線 こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
承
・発
展

交通まちづくりの方向性

■第２次金沢交通戦略

まちなかを核にネットワーク
でつなぐまちづくり

■金沢市集約都市形成計画

多様な移動手段を選択でき
るタウンライフへの転換

■今後の視点

超高齢化、環境問題、コロナ
禍に対し、公共交通等の
持続可能性を確保する

金沢市の交通まちづくりの中で、「まちのり」の果たす役割は大きい

将来世代も安心して暮らせるまちづくりを進めるためにも、歩行者・自転車・公共交通のさらなる活用が必要



◇金沢市の自転車施策（ハード対策・ソフト対策） 21

■自転車通行空間整備

■自転車マナーアップ運動
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毎月15日に学校・警察などと
連携して、街頭指導を実施

市内の国道・県道・市道
あわせて40.4km整備済



◇日本の都市特性評価2021（森記念財団） 22

■目的
都市（人口17万人以上の都市など138都市）の力を定量・定性データをもとに相対的
かつ多角的に分析し、都市特性を明らかにする。

「交通・アクセス」分野

46位(2020) → 29位(2021)

2021から新指標「自転車の利用のしやすさ
（シェアサイクルポート数や移動手段の自転車割合）」が追加
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